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Current Status and Issues of Language 
Succession Activities in Ryukyuan
:Through an Analysis of Precedent
１　はじめに
　よく知られているように、2009年９月にユネスコが発表した“Atlas of the 














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































高野敏樹　2011「言語権（Linguistic Human Rights）の意味と構造 ―基本的人












































































































































































は原著に当たることができなかった。（Ronald Marti.1990. Probleme europäis-
cher Kleinsprachen: Sorbisch und Bündnerromanisch. Vortäge und Abhand-
lungen zur Slavistik 18. München: Otto Sagner、Joshua A Fishman.1991. 
Reversing Language Shift: Theoretical and Empirical Foundations of Assis-
tance to Threatened Languages. Clevedon: Mutilingual Matters.）
10　Smolicz1981に基づくことが示されている。残念ながら、本稿では原著に当た
ることができなかった。（Smolicz, Jerzy J.1981. Core Values and Cultural 



































































































International Year of Indigenous Languages2019、10/31-11/2）において、
「ひーぬむん」のメンバーでもある前田卓也・ゆり香夫妻が、「しまむに」で、「し
まむにプロジェクト」についての発表を行ったことが報告されている（言語復
興の港HP記事「親の世代からの言語復興」https://plrminato.wixsite.com/
webminato/iyil2019oyakara01、横山2020）。
25　意識調査ではあるが、沖縄県が実施した『しまくとぅば県民運動推進事業県
民意識調査〈報告書〉』（2014年２月、https://www.pref.okinawa.jp/site/
bunka-sports/bunka/shinko/simakutuba/documents/kennminn isikityou-
sah25.pdf）の「しまくとぅば」の理解度を問う設問（「Q.あなたは「しまく
とぅば」を聞いてどの程度わかりますか？」）でも、「よくわかる」「ある程度
わかる」と回答した40代は全体の７割を越えており（74％）、50代に至っては
約９割に上っていた（89.4％）。なお『平成28年度しまくとぅば県民意識調査
報告書』（2017年３月、https://www.pref.okinawa.lg.jp/site/bunka-sports/
bunka/shinko/simakutuba/ documents/kenminishiki.pdf）では、40代は７
割弱（68.1％）、50代は約８割（83.3％）に減少している。
26　全地域をカバーしているという点のみではあるが、東京都八丈町の「改訂・五
地域版　八丈・島ことばかるた」を標準化対応の先行事例と見ることも可能
だろう。このかるたは、地域の人々の求めに応じて八丈島のことばに見られる
５つの地域バラエティ全てを読み札に取り込んだ点が画期的であり、2015年の
再改定版では読み札の音声CDも販売されている（http://www.town.hachijo.
tokyo.jp/info/?page_id=1391）。
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